
電気通信大学産学官連携センター事業協力会の運営について
総会は毎年５月もしくは６月に開催します。
役員の選出は総会の決議によります。
役員会は年２回以上行います。
懇親会は適宜開催します。
事務局は会員証の発行、会員管理等を行います。

入会手続き

法人会員、個人会員共に簡単な手続きで入会できます。

入 会 申 込 み

受付（事務局）

会 員 登 録

年 会 費

添付の用紙にご記入の上、FAX または事務局へ郵送してください。
ホームページ（http://www.kyoryokukai.com/）からでも申込みできます。

入会申込書の内容を確認の上、申込者に連絡します。

会員証を発行します。年会費の領収書を発行します。

個人会員：3,000 円　法人会員：30,000 円

交通案内

＜年会費振込口座＞
・りそな銀行　調布支店　普通預金　4062444　電気通信大学産学官連携センター事業協力会
・郵便為替　00130-9-395626　電気通信大学産学官連携センター事業協力会

電車（京王線）：調布駅（北口）→徒歩 7 分

バス（小田急バス）：電気通信大学学生寮下車

お申込み・お問い合わせ

電気通信大学産学官連携センター事業協力会
〒182-8585　東京都調布市調布ヶ丘 1丁目 5番地１
T   E   L：042-490-5733　　FAX：042-490-5727
E-mail  ：jimu@kyoryokukai.com
U  R  L  ：http://www.kyoryokukai.com/

電気通信大学産学官連携センター事業協力会
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相互活用
要素技術で困っている

技術のブレークスルーをはかりたい

新技術での商品の差別化をはかりたい

R&Dのアウトソーシングをはかりたい

ビジネスシーズを発見したい

異業種交流をはかりたい

社会のお役に立ちたい

保有技術、大学特許を生かしたい

研究成果を企業に役立たせたい

ベンチャー企業を育成したい

研究の多様性に価値を拡大したい

学生に企業マインドを持たせたい

企業力アップに『知の工場』の活用を。
研究開発のコストを低減してスキルアップ、さらに商品化へのスピードを早めて
国際競争力のある企業に。大学の知・技術・施設・人的資産が役立ちます。

電気通信大学産学官連携センターの目的

企業力企業力

電気通信大学はエレクトロニクス、マルチメディア情報通信、コンピュータ、メカトロニクス、知能ロボット、

バイオテクノロジー、レーザーと光技術、新素材などを中心とする先端科学技術の分野で優れた業績を持つ多数

の教官、研究者を擁しています。理工学から人文社会まで 300 余名の教官がそれぞれ専門分野に関して共同研究

に参加する体制をとっています。大学は「知の工場」であり、知の創出（研究）と知の伝承（教育）の源泉です。

工場で生産された「知」を活用・実践し、外部資金を獲得して「知の創造サイクル」を回すことを戦略的に考え、

社会に貢献します。

本学（電気通信大学）の理念に基づき、本学の資源と学外の資源の融合による新たな知の創出と活用を戦略
的かつ効率的に推進することにより、我が国の産業社会の発展に貢献する。
企業等との包括的な連携やインターンシップ推進などの産学官交流を通じた実践的な教育を通して、社会の
発展に大きく貢献できる人材を育成する。
学術研究成果を産業界等に積極的に技術移転することを通じ、本学における教育と研究の社会的付加価値を
高める。
共同研究の実施、技術相談などによる産業界との持続的な連携を効果的に推進する。
企業等との包括的な連携や研究成果を基にしたベンチャー企業創出を支援し、新産業の創出に寄与する。
地域社会における知的活動の中心的拠点として、本学の有する知的資源を地域社会に還元するとともに、連携・
交流を推進することにより、地域社会の発展に貢献する。
産学官連携活動の推進を図るため、本学の TLO（株式会社キャンパスクリエイト）、同窓会（社団法人目黒会）
と連携・協力する。

電気通信大学産学官連携ポリシー

活動の内容と入会のお勧め
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は、電気通信大学産学官連携センターの目的とポリシー

に沿って、会員の皆様と大学のパイプ役として、大学と企業が共に栄える基盤作りを支援する組織です。

大学と企業との相互協力により、企業にとっては多大な設備投資や人的投資をせずに開発のスピードアップ

やビジネスチャンスの拡大ができ、大学にとっては有益な研究や技術の研鑽、蓄積が図れます。相互のメリッ

トを最大限に活かせるように、研究開発のさまざまなプロセスや新規の取り組みに、大学との連携や共同研

究等をお考えでしたら、ぜひご入会下さい。

電気通信大学産学官連携センター事業協力会
産学官連携センターの特徴

豊富な教授陣
幅広い分野でのセミナー・論文等の情報公開
利用可能な大型設備保有
先端的産学共同研究の実績が豊富
TAMA産業活性化協議会とのタイアップ
TLO（株式会社キャンパスクリエイト）との協力

会員へのサービス
全会員へ、定期的な資料等をお送りします。
個人会員は、産学官連携センターと共催する講習会・セミナー等に無料で参加できます。法人会員は３名まで
が無料で参加できます。
法人会員へは、参加されなかった講習会・セミナー等で配布された資料一部を後日お送りします。

研究成果の活用
共同研究・受託研究の活性化、大学発ベンチャーの輩出

知的財産の活用
研究者の成果の特許化、技術移転

知的財産の活用
研究者の成果の特許化、技術移転

学生への付加価値の付与
専門知識に加えて、チャレンジ精神、コミュニケーション
能力を付加するキャリア教育の推進
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電気通信大学産学官連携センターが実践する

『知の工場』の成果活用『知の工場』の成果活用アップをめざす産業界


